



























































































































































































































































































































































































































































































































































は例年20倍～50倍程度である。 2年間の学校在籍中、 1年生は予科、 2年生は本科と呼ばれる。
音楽学校を卒業して歌劇団に入団すると研究科に配属され、研究科 1年生となる。研究科 1
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分とはいえない。それは、エンターテイメント産業の興行演目の配役決定において、オーディ
ションという形態のほうが、宝塚歌劇のように音楽学校を併設しトップスターになると特定の
トップが必ず主役を演じるより、高い技能あるいは演目に適したキャラクターを有するメン
バーを選りすぐることが出来るからである。宝塚のように劇団員を職能に応じて育成すること
は役割の固定化になり、興行する演目に非常な制約を受けるため、多様なコンテンツの中から
エンターテイメントを選択するような消費者のニーズに応える演目の提供は困難になる。した
がって、宝塚歌劇団の学校制度による人材育成とその後のOJTによる長期的育成は、興行の経
済的な合理性においても、提供できる公演演目の多様性においても、デメリットになるといえ
よう。
しかし、宝塚歌劇では学校教育を併設し、長期的に劇団員を育成する仕組みが継続している。
西尾（2007）は京都花街というエンターテイメント産業における興行と学校制度を利用した人
材育成との関連性を考察し、多人数の演目において技能のレベルや型が揃い、それに応じた演
出がしやすくなり、一定レベル以上の公演が常に出来るということがあることを指摘しており、
「生徒」制度を用いる宝塚歌劇にも同様のメリットがある。
宝塚歌劇では、学校の入試倍率の高さが示すように非常に早い時期からスター候補生を選抜
し、その技能進捗に応じて人材育成が出来る。学校卒業時の公演に始まり新人公演や中規模の
公演等でつく役割を見ることでスターになるプロセスをファンが共有し、技能の上達を見守り
キャリア形成のプロセスに関わることを楽しむことで、次のスター候補に着実にファンが付く
という興行の安定性につながる利点もある。
５．２　劇場型選抜
課題①から③までを組み合わせて考察すると、興行主体の宝塚歌劇団の選択もとで実施され
る多様な公演と定期的な公演での配役によって劇団員の序列が明確となり、次やその次のトッ
プスター候補と期待される若手の台頭を目の当りした中堅スターが、自らの限界を考え、｢清く、
正しく、美しく｣の小林一三の遺訓のままに「卒業」と呼ばれる退団を自ら決定することを促
されることがわかる。これは、劇団側にとって、組織内の新陳代謝が常に生じ、かつ人件費の
高騰を抑える仕組みにもなっている。
また、 1ヵ月交代で演目が多数上演され、 5つの組のトップスター選抜のプロセスがライブ
性をもって興行されることで、ファンは、定期的にスター誕生に立ち会うことでき、興行の演
目そのものではなく、スターそのものを楽しむために劇場に足を運ぶ動機付けになっている。
また、このスター誕生のプロセスが明示されているため、興行を通じてトップスターになれる
可能性がわかる（研 7までに新人公演、バウ主演は必須、その後も序列の明示）ため、将来の
卒業を見据えて、この数年間は応援しようというファンのモチベーションの持続を可能にする
ことにもつながっている。
このようなトップスターの育成と誕生、その卒業までを興行のなかで見せる、「劇場型選抜」
エンターテイメント産業のキャリア形成と興行60
は単にファンの反応を見るだけでなく、宝塚友の会や私設ファンクラブに加入するようなコア
なファンが公演の配役やライバルの選抜の状況を見ながらトップスターのキャリア形成のプロ
セスに参加することが出来る。
基礎教育とその後の継続的フォロー、そして能力の進捗に応じた舞台での配役、ファンの反
応を反映しその過程をオープンにする選抜、この繰り返しによって、タカラジェンヌのキャリ
ア形成がされているのである。
５．１　学校制度のメリット
本論で提示した下記の 3つの研究課題にしたがって調査の結果をまとめていく。
まず、課題①　タカラジェンヌのキャリア形成はどのように行われているのか、については、
タカラジェンヌのキャリア形成として、トップスターになる為にかかる期間や在位期間にある
一定の幅があることを、公表資料から明らかにした。したがって、長期間劇団に在籍したから
といって必ずしもトップスターになれるという訳ではなく、一定期間内にキャリアの節目とも
呼べる公演に選抜されないと、トップスターになるキャリアがほぼ閉ざされていること、そし
てトップスターとして競争に残れる確率はそれほど高いわけでないことがわかる。したがって、
選抜のプロセスの過程で卒業とよばれるタカラジェンヌのキャリアからの自主的な退出を選択
するトップスターの卵たちも多いことがわかる。
また、課題②　トップスターの育成にファンはどのような役割を果たしているのか、につい
ては、ファンにトップスター選抜の過程が興行を通じてあきらかにされていること、それを
ファンの側を意識し、興味をもって楽しんでいることを明らかにした。積極的にトップスター
育成プロセスを楽しむファンは単なる消費者ではなく、トップスターのキャリア形成に関与す
る関係者とも位置づけられる。私設ファンクラブを作り、特定のタカラジェンヌのために自発
的にチケット販売を行う、退団公演のときには劇場の外に詰めかける千人以上のファンの整理
をするなど、自分が楽しむだけでなく、タカラジェンヌがトップスターになるために積極的に
できることを自ら組織化して行うファンが多数いることもからも、ファンの積極的な関与は明
確である。
最後に、課題③　人材育成と興行（演目、組替え等）はどのように関わっているのか、につ
いては、興行側の宝塚歌劇団が、複数のスター候補として見出したタカラジェンヌを競わせな
がら興行を組み立ている。具体的には、トップスター選抜のプロセスを特定の興行への選抜や
定期的な興行の配役で明示していること、さらにファンがその情報を読み解き楽しんでいるこ
とも視野に入れて、メディアへの情報提供する番組つくりからも明らかといえる。また、経営
的観点から各組の技能の平準化や各組の特性を伸ばすような組替えが実施されている。
しかし、課題①から③についての発見事実は、宝塚歌劇の長期継続性の理由の説明として十
５．分析結果の提示
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を劇場で興行する宝塚の興行形態は、ファンを引き付けるだけでなく、トップスターの華々し
い退団公演とともに複数の生徒が退団し、組織内の新陳代謝と集客効果も生み出している。退
団公演で、「私たちに夢をありがとう」と声をそろえてトップスターに賛辞を送るファンがい
ると同時に、すぐ次にひかえる新トップ誕生のお披露目公演はファンに新しい興味を促し、興
行演目の内容だけに頼らないイベントとしての顧客誘引の効果もある。
このように宝塚歌劇は、エンターテイメントの歌劇としてのコンテンツの完成度よりも、若
い女性たちが継続的に劇団員になり特色ある舞台を演じつつスターに育ち、卒業、そしてまた
新しいスターが生まれるという循環する人材育成のプロセスを見せる興行形式を、長い歴史の
中で選択的に採用してきたと考えられる。それが長期継続することで、顧客にいつもと同じ安
心感と、新しいスター誕生に立ち会える期待感の両方を提供することが出来、宝塚歌劇が高い
稼働率を誇ることにつながっているといえよう。
つまり、現在の宝塚歌劇の安定的な興行成績を築く原動力として、タカラジェンヌたちの集
団としてのある一定レベルの技能披露と、華を感じるスターが誕生し自ら退出するキャリア形
成プロセスを循環的にサイクルとして提示する興行がある。そして、それらの背後にファンに
マンネリであると同時にスター誕生への期待を分かりやすく繰り返し提供する、ビジネスシス
テムの存在を指摘することができる。
＊本稿は、科学研究費補助金の助成（基盤研究Ｃ　課題番号21530370）を受けて進められた研
究成果の一部である。
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